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こころの健康度・生活習慣に関する調査 わかってきたこと（2/3） 

16 歳以上の方の生活習慣に関する調査結果からも、震災前後で体重が 3kg 以上変化し
た方が、3～ 4割に上っていることがわかりました。
一方で喫煙率の低下や、定期的な運動をする人の増加傾向もみられ、少しずつ生活習慣
の改善を心掛ける方が増えているようです。

本資料への収録日：2015 年 3月 31日

関連Q&A
・6章QA76	 調査票による調査で、こころの悩みを見つけることが本当にできるのですか

環境省「放射線による健康影響等に関する統一的な基礎資料（平成26年度版）」　第6章　健康管理
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【子どものこころの健康度】 測定尺度：SDQ※ 
16点以上で支援が必要
と考える 
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こころの健康度・生活習慣に関する調査 わかってきたこと（3/3） 

被災直後の調査に比べると、支援が必要と考えられる子どもの割合は減ってきています。
しかし、被災していない地域の子どもの調査結果と比較すると、どの年齢区分の子どもも
まだ高い数値を示しており、依然として支援を必要とする子どもたちがたくさんいます。
なお、男女別にみると男子の方が数値が高い傾向にありますが、これは被災地ではない
地域を対象とした他の調査でも同じような傾向が報告されています。

※：SDQ＝子どものこころの健康状態を測る“ものさし”
子どもの情緒と行動に関する 25項目（例：「他人の気持ちをよく気づかう」、「おち
つきがなく、長い間じっとしていられない」など）について、それぞれ過去半年間に
どれくらい当てはまるかを回答していただきました。この項目は 4～ 15歳を対象に
実施。この項目によって専門的な支援が必要かどうかを判定しました。

本資料への収録日：2015 年 3月 31日
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